
 演習１（ニーズの把握と対応） 

 

相談事例に関する情報提供  

 

事例シート１ 

 

あなたは、「障害者相談支援事業所」の相談員（社会福祉士）です。 

 

１，市役所担当課から電話があり、サービス等利用計画案の作成と成年後見制度利用のアドバ

イスを求められた。 

○「成年後見が必要かどうか、相談にのってほしい。」 

〇「ヘルパーの支援を受けたいと希望があるので、サービス等利用計画案を作成してほしい。」     

○了承したところ、下記の情報がＦＡＸにて送られてきた。 

・本人は、４０代後半の女性。中度の知的な障害がある。療育手帳所持。 

・相談者は妹。遠方に住んでいるが、生活上の手助けをしている。 

 妹から相談があった後、市役所ケースワーカーが一度、面接をしている。 

・母親が２週間前に脳梗塞で入院し、今のところ妹が生活上の支援をして何とか生活して

いるが、今後はヘルパーなどを利用したいと妹が市役所に訪れた。父親は他界している。 

・普段の買い物は、顔なじみのお店があり、一人で行うことができる。 

・最近、訪問販売で高額な浄水器を購入した。その際、代金を支払うために消費者金融で

借金をした。その後、販売業者が頻繁に訪問セールスに来るようになった。 

   セールスマンは対応が優しいと本人は訪問を喜んでいる。 

 

２，「障害者相談支援事業所」として、当面の支援方針を検討した。 

①市役所ケースワーカーと同行訪問し、今後の相談の進め方と情報収集の同意について確認

する。 

②情報収集を進める。 

③サービス等利用計画案を作成することもあり、今後の支援方針の検討については、サービ

ス担当者会議を開催し、そこで検討することにした。 

 

３，本人との面談を通じて、以下のことが分かった。 

 ・本人との会話は成り立ち、簡単な質問に対して応えることもできた。 

 ・母と二人で暮らしていた家に、母が入院した後もそのまま一人で暮らしている。 

   「母が入院している間は私がこの家を守らなければいけない」との発言あり。 

 ・浄水器購入の際に勧められて言われるままに名前を書き印鑑を押したが、その手続きが消

費者金融の借金であったことは理解していない。証書を見ると、消費者金融で借金をした。

（総額３０万円） 

・「セールスのお兄さんは優しくて楽しい」と本人は言っている。 

・妹に対しては、「自分のお金を全部持って行ってしまい十分くれない」と、不満を感じて

いる。 

 ・本人は「妹がヘルパーに来てもらえると言っていたから、一人で大丈夫」と言っている。 

 ・本人は今後も障害者相談支援事業所へ相談していきたいと述べ、そのための情報を集める

ことを承知した。 

  

 

＜受講者事前課題資料＞ 
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４，情報収集の結果 

①妹との面談で、以下のことがわかった。 

・今のところ週に３回くらい母の見舞いのため病院に行き、帰りに本人の家に寄って、部屋

の掃除をしたり、相談にのったりしている。家が遠方なので、この頻度を続けることは無

理なので、ヘルパーを利用したい。 

・家に行ったとき、浄水器がついていたので驚き、市役所で話をした。「本人には『知らな

い人を家に入れてはいけない』と話しているが、姉は自分のいうことをきかないので困っ

ている」と述べた。 

・本人の財産は、預貯金が５００万円。収入は、障害基礎年金 2級で、月額６万５千円程度

である。預貯金通帳は妹が持ち帰り管理している。妹は「訪問時に生活費として現金を届

けている。生活に必要な額は渡しているつもりだ」と言っている。 

・本人が居住している家は母、本人、妹の共有名義。固定資産税は母名義の口座から自動振

替になっている。 

 ・母親が入院してからは、姉が一人暮らしを続けるのは無理であると思っている。 

・できることはやりたいが、母も入院中であり、自分の家庭や生活もあるので、姉にいつま

で関われるか自信がない。今後長くなれば、週に１回程度の訪問も限界になってくると思

う。 

  

②市役所ケースワーカーから、現在の本人の状況等について、情報提供があった。 

・本人は、母親の入院後、少し不安定になっている。 

・昨年度、障害支援区分 2の認定は受けており、その際の主治医に話を聞いたところ、日常

の生活には支障が無いが、財産管理や契約等を単独で行うのは無理があると判断している。 

・サービス利用状況は、学校卒業後、長く家の近くの作業所に通っていたが、ここ 10 年ほ

どは何のサービスも利用していないようだ。 

・初めに話を聞いた担当者は、家族の希望であるヘルパーの利用だけでなく、グループホー

ム等への入所の検討が必要であると考えている。 

 ・浄水器を、本人はとても気に入っている。 

・最近来るセールスマンを、優しいと喜んでいる。名前を書いたり、印鑑を押したりしない

ように、と言っているが、新たな契約を結んでしまうのではないかと心配している。 

 

 以上 

 

（この事例は、演習用に創作したものです。） 
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【事前課題】 

上記情報から、（１）本人の気持ち、生活状況と判断能力を踏まえ、（２）次の

３つの制度の特徴を比べ、本ケースにおいてはどの制度を使うのが適当か、その

根拠を検討し、「ワークシート１」に記入してください。 

 

①日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）について 

②任意後見について 

③法定後見について 

 

※ 『権利擁護と成年後見実践』、『改訂 成年後見実務マニュアル』の該当箇所

を参照し、事前課題に取り組んでください。 

 ※ グループ討議で内容をご報告いただきますので、レポート課題は手元に 

写しをご用意ください。 


